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横浜ベイホテル東急はプールをリニューアルし集客に力を入れる
神奈川県内のホテル・旅館では、新型コロナウイルスの感染状況も落ち着き、客足が戻りつつある。コロナ前の水準には及ばないものの、行動制限のない大型連休もあり、客室稼働率も改善してきた。

横浜市によると、市内主要40ホテルの客室稼働率はコロナの感染が拡大した1月は55%、2月は58%と推移したが、3月は68%まで回復した。コロナ前は年間を通して8〜9割だったため、まだ水準としては高くないが「客足は着実に戻っている」（横浜市の観光振興課）。足元の4、5月は大型連休だけでなく平日の稼働も堅調だという。


横浜ベイホテル東急（横浜市）でも稼働率は回復傾向だ。「神奈川県や横浜市の旅行支援策もあり、大型連休後も問い合わせが多い」（同社）。平日の稼働率も7割前後まで戻ってきた。5月30日にはホテルのプールをリニューアルオープンした。

これまではホテルにあるエステサロンの会員限定だったが、ホテルの宿泊者なら利用できるようにした。日中はファミリー層での利用を促し、夜は20歳以上に限定したナイトプールとして運営。夏の繁忙期に向け集客に力を入れる。

ビジネスホテル「相鉄フレッサイン」などを運営する相鉄ホテルマネジメント（横浜市）も客室稼働率は「足元ではコロナ前の6割強の水準まで改善している」（同社）。出張などビジネス利用のほか、近場の旅行で近隣都県からの利用が多くなっているという。

ホテル運営のレンブラントホールディングス（神奈川県厚木市）は稼働率がほぼ19年並みに戻ったという。ただ、宿泊単価が低く、売上高は19年比で80%程度という。「ビジネス利用の個人や少人数でのレジャー利用が中心。最も落ち込んだ時期に比べると回復傾向だ」（同社）




